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一方う蝕予防剤として使用されている Na2P03F (以下MFP略)は，歯質と反応する際， F として






1) pH 4. 8および、pH6. 8のMFP溶液(1， OOOppmF相当)に人歯エナメル質粉末を浸漬し，常時撹祥
しつつ最高90時間まで反応させた。比較検討のために NaF溶液を同条件で反応させた。これらの試料
につき X線回折，赤外吸収スペクトル分析，ならびに取り込みフッ素量の測定を行ない， MFP と NaF
の反応を比較した。さらにMFP処理試料の結晶性，含有炭酸量，および耐酸性を調べた。
2 )臨床に応用するため，ポリカルボキシレートセメント(以下PCC と略)の粉末に 1 ， 5 , 15, 
20%重量比のMFP を配合し，これらの硬化体からの溶出PQ F2一量を測定した。さらに JIS規格に
基づきセメントの硬化時間，破砕抗力，崩壊度および被膜度を測定した。




用いて，以下 3) - 6) の実験を行なった。
3 )抜去健全幼若小臼歯30本の各歯冠を 5 分して， MFPセメントの 1 日， 1 週間， 2 週間接着群，
PCC の 1 週間接着群，および無処理群とした。各処理後，それぞれの耐酸性を測定した。
4 )強制離乳した Sprague-Daw ley ラット 60匹に Streptococcus mutans MT 6 R株を生後21日目か
ら接種し， う蝕誘発飼料No.2000にて飼育した。生後23日目に，これらのラットを MFPセメント接着




5 )萌出間もない一対の健全第 1 小臼歯で便宜抜去するものを試料とした。一側の頬側エナメル質表
面にMFPセメントを 1 週間接着させ，他側は無処理のまま対照とした。各歯牙を抜去後，エナメル
質表層の P03 F 2ーの取り込みを調べた。
6 )萌出間もない一対の健全第 1 大臼歯を用い ー側の岐合面にはMFPセメントを接着して実験側




た X線回折の結果， MFP処理ではエナメル質結晶の格子定数の変化は NaF処理より異っており，
CaF2 の生成は認められなかった。赤外吸収スペクトル分析では，一部のMFP処理試料において P03
F2ーに由来する吸収帯が認められた。以上のことから， MFP は P03 F2ーとして歯質に作用すると考え
られた。またMFP処理により，エナメル質の格子不整の改善傾向，含有炭酸量の減少，ならびに耐
酸性の向上が認められた。
2) MF P配合率 1 ， 5 , 15, 20%の PCC硬化体からの P03 F2-溶出量はそれぞれ1. 85, 4.07 , 






5 )口腔内でMFPセメントを接着することにより，エナメル質表層20μ まで、003 F2 の取り込みが認
められた。







蝕予防法ではその効果がほとんど期待できなしh 本研究は，このような時期の永久歯岐合面に， Na2 
PQFを配合させたセメントを接着させることによって， 同部位のう蝕の発生を抑制することを目的
として実験を行なったものである。まず基礎的に，このセメント中の Na2P03 F は，ほとんど水解を受
けずに P03 F2-の型で幼若なエナメル質表層に取り込まれること，さらに同エナメル質の化学的抵抗
性を増強させることを確認し，ついで動物実験および臨床実験の結果，このセメントを歯面に接着さ
せることによって，日交合面う蝕の発生を抑制させ得るという重要な知見を得た。このことは，小児歯
科領域でとくに問題となっている萌出間もない永久臼歯のう蝕に対する一つの予防法を示した点で価
{直ある業高責と 2忍める。
よって本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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